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 ♦ 表
ひょう

現
げん

する楽
たの

しさを味
あじ

わう ー かなの家・絵クラブにて 
   

  絵
え

クラブの日、これまでのところ、みなさんが活動
かつどう

を楽
たの

しんでくださっている  

 ようでうれしく思
おも

っています。それぞれに個性的
こ せ い て き

な人たちです。自分
じ ぶ ん

らしい表 現
ひょうげん

 

をおもいっきり発揮
は っ き

していただきたい。また活動
かつどう

を続
つづ

けていけば、きっと独創的
どくそうてき

な良い作品
さくひん

が育
そだ

ってい 

く事
こと

でしょう。 

 まず、立ち上がって、 体
からだ

の筋肉
きんにく

を伸
の

ばすストレッチ体操
たいそう

をしましょう。画面
が め ん

の上でもおもいっきり絵筆
え ふ で

をふるってください。そこで、ストレッチ・ドローイ

ングということにしました。画用紙
が よ う し

には、英字
え い じ

の新聞紙
し ん ぶ ん し

を使
つか

うことにしまし

た。遠慮
えんりょ

なく描
か

いていただくためです。また、印刷面
いんさつめん

を征服
せいふく

してしまう強
つよ

さも

発揮
は っ き

していただきたい。鮮
あざ

やかな色と色とがぶつかりあう強い表 現
ひょうげん

をしてみま 
 

しょう。 

 そうは言っても、めいめいの個性
こ せ い

 

にあった表 現
ひょうげん

で良
よ

いのです。急
いそ

がず、

それぞれの表現の成 長
せいちょう

を見守
み ま も

りたい 

と思
おも

います。 

                  

 （インストラクター：寺澤節雄） 

今春、特別支援学校を卒業し仲間入りしました。 

人なつっこく、誰にでも話しかける事が好きで、 

笑顔のきれいな青年です。 19才になりました。 

      

静岡大学付属特別支援学校からきました。 

バスでかよっています。 

しごとは、せっけんのふくろづめ、せっけんこう

じょうではあぶらだしとせっけんふきを、じゅひ

（樹皮）のふくろづめ、草とりをしています。 

水泳が、もっと、上手になって、大会で入賞した 

いです。 

しゅみは、ゲームとスポーツを、すること、みる 

こと、かいもの、かぞくりょこうです。 

みんなとなかよくしたいです。 

よろしくおねがいします。 

会いに来てくださいね！ 

L'Arche MN
タイプライタ
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佐藤 仁彦 訳 

―ジャン・バニエのことば  『ラルシュのこころ』より 

               Ｐ．47、末尾3行目 ～ Ｐ．48、 1行目 

 

知的ハンディで苦しんでいる人とともにいる時、何事も早急に行うことは

できません。耳を傾け理解するよう時間をかけねばなりません。まずもって

彼らは「有能」だというのではありません。今という時と、そしてかかわり

に喜びを見い出だします。彼らのリズムは心のリズムです。よりかかわりを

生きるようにと、私たちが、さらにゆっくり歩むように強いてくれます。 

    私は初め、ある仲間の話す言葉が全く解りませんでした。それがいつの間にか、 

    その仲間と雑談を交わすようになっていました。その間その仲間は諦めずに、 

   私に話しかけ続けてくれていたのです。    ― ボランティア 今林 良 

 
 

 ２００９年の４月から、かなの家近くの県営団地の一室（５５６号室）を借りて「こころ」の家がオー

プンし、仲間２人、アシスタント１人で暮らしてきていましたが、手狭になったのと、近くにいい借家が

見つかったので、この５月に引越しをし、新たに「新こころ」としてスタートを切りました。住んでいる

仲間に、どんな気持ちでいるかを分かち合ってもらいました。 
 

 
 みなさんこんにちは。ぼくのなまえは野村安一です。平成２１年にあべぐちだんちに

すんでいました。ぼくとあおのさんとよこいさんと２ねんすんでいました。平成２３年

にまどいさぎょうじょからにけんめのところに５がつにひっこしてきました。さいしょ

はなれませんでした。さいしょは３にんですんでいたのですが、ひとり５がつのすえに

アシスタントのひとがすんできました。いまは４にんですんでくらしはじめました。た

のしいです。ときにはおこられることもあったり、つらいこともあります。 

 

 このまえじぇえむえるえる（ＪＭＬＬ）のひとたちがきました。いっしょにたのしみました。 

ふらんすからパトリックさんとマイクさんがきてとまってくれてにぎやかでした。おきゃくさんが

とまれるようになってうれしいです。じょせいのおきゃくさんもとまってくれました。あべぐちだ

んちのときはせまくてとまってもらえず、そのときはさみしかったです。これからもグループホー

ムでやってきます、どうぞよろしくおねがいします。  

                                  ー こころ 野村安一  

 

きみ、ぼく 

Ⓒかなの家のむらやすいち 

 だんちにひっこしてみんなといっしょにすみはじめました。おきゃくさんにい

ろいろなことをおしえてやりました。それから４がつにむかいのとうの５かいで

かじがありました。こわかったです。となりのおじさんがべらんだでなくなりま

した。たすけてくれとゆって、、ました。 

 このまえの５がつにひっこしました。くるまでものをいろいろはこびました。  

   さいごに３にんでへやをみにいき、となりのひとにあいさつをしました。２ねん 

   すんでてそこをはなれてさみしいといいました。となりのひとはまたあそびにく    

            ればとゆっていました。 

 

 ひっこしておきゃくさんがとまりにきてくれるようになりました。このまえは「ぜぃ」のひと

(JLMM)たちがきてくれてとまりにきてくれました。うれしくてよろこんでいました。おはなしを

したりのんだりおかしをたべたり、たのしいじかんをすごしました、かえるまえに松本さんとまち

ださんがきてくれてあくしゅをしていました。しゃしんをみんなでとりました。またきてください

といいました。こないだはおきゃくさんのたきぐちさんといっしょにきょうかいにいって、やさい

ラメンをたべておいしかったです。 

                                   ― こころ 青野剛久 

こころのひと 

Ⓒかなの家あおのたけひさ 

小さい者とともに、神に生かされる日々 



 

みなさんこんにちわ、JLMM研修生の田中雄馬

です。  

 先日、私たちの所属している

JLMM（日本カトリック信徒宣教

者会）の研修の一貫として５日間

かなの家でお世話になりました。 

 今までの研修とは違った体験を

させて頂き本当に感謝していま

す、本当にあっという間であの時間はどこか別の世

界へ行っていたような気分です。自分は知的障がい

者の方々と触れ合うのは今回が初めてでした。「仲

間」の方々と一緒にお祈りをしたり、食事を共に

し、一緒に仕事をして改めて本当に貴重な時間と体

験だったと感じています。そしてアシスタント、仲

間のみなさんの温かさには本当に感激しました、何

より「人間とは・・」というものをもろに見せても

らい、教えて頂き本当に行けてよかったなぁと思っ

てます。 

  

そして自分は２日目に仲間たち皆と会っていろ

いろ話している時ピクっと感じました、「あ、俺

も障がい者なんだぁ・・そんでみんな同じ人間な

んだなぁ」と。これが人間なんだなぁと。足りな

いものを補い合い助け合う

生き物が人間なんだろう。 

また、こんな事出来るのは

人間だけなんだろうなぁ

と、そして彼らの中に人間

らしさというものを感じい

ろいろと教えて頂きまし

た。 

朝晩のお祈りはとても不思議な

感じがした。同じ信仰の上で仲間

の人達と祈る事が出来るのはとて

も素晴らしい事だと感じました。 

 

そして仲間と一緒にする仕事

は本当に面白かった、畑仕事や

石鹸作りでは本当に皆頑張って

いて、何よりあの畑に出来た野

菜達はホントに恵み豊かだろう

なぁと、正直個人的にとても興

味があります。石鹸の作り方も

教えてもらい、皆暑い工場の中

楽しんで仕事をしている姿はホ

ント格好よかった。 

 

かなの家研修はたった５日間で、お互い良いと

こだけ見て帰って来ちゃったような気もしまし

た。もし１ヶ月とか居たらまた全然違うんだろう

なぁ、もっといろんな事学べるだろうと思いま

す。 でも今回私達の人間関係では見えない気づ

かない事を沢山学ばせて頂きました。 

また仲間やアシスタントの皆さんに会いに行き

たいと思っています、皆さんと共に過ごせ

たこと本当に嬉しいです、そしてホント楽

しかったです。 

 

 ６月の外出（７月だけど・・・） －地震防災センター＆科学館るくる－ 

ゆうまさん 

Ⓒかなの家さのきみこ 

7月1日（金）にまどい作業所の皆で、「静岡県地震防災センター」と「科学館る

くる」へ行きました。今回の外出は、まるで社会科見学のようでした。 

静岡県地震防災センターでは、実際に震度6の揺れを体験したり、地震のための備

えを学びました。静岡県では、東海地震がやってくると言われています。皆が防災を

意識する良い機会となりました。 

午後は「科学館るくる」へ。こちらは勉強というよりも遊びの要素が多く含まれて

おり、思い思いにゲームや展示を楽しみました。 

暑い中をたくさん歩き、体も頭も使って、充実した外出となりました。 

 

ー 家庭の責任者 稲川勢都子   
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制作・印刷  社会福祉法人かなの家 

                      プリントハウスまどい      
ＴＥＬ   054―296―1116 

ＦＡＸ   054―296―6433 

ｅ‐MAIL    maodi_wisdom@yahoo.co.jp  

かなの家ブログをぜひご覧ください。 

４ 

 
 

  

 ６月１７日から２０日まで、国際ラルシュのパトリック・

フォンテーヌさんがかなの家を訪問され、かなの家のメンバー

と時間を共にしてくれました。土曜日には「つどい」でお茶会

のひと時を持ち、また日曜日には仲間２人と一緒に静岡市内を

散策しました。いつも来てくれるマイク・ヌーナンさんも合流

され、楽しいひと時を過ごすことが出来ました。一緒に観光に

行った仲間に、感想文をかいてもらいました。 
 
 

 パトリックさんと・・・神社に行ったじゃん・・どこだっ

け・・・久能山だ。ロープウェーに乗っかって・・・とても

良かったよ。お昼ごはんの安倍川餅やそばも・・・美味し

かった。パトリックさんも喜んでた。登呂の博物館に行っ

た。僕が入りたいって行ったらみんなついて来た。良かった

よ、あそこも。パトリックは嬉しがってたなあ、来てくれて

嬉しいよ                （小川 勝実） 

 日本平へ行って下さい。楽しかったよ。来てくれて嬉しいよ 

 また来てね              （佐野貴美子） 

パトリックさん 

マイクさん 

カレンダー2012  ーかなの家のアーティストたちー 

ラルシュ・かなの家 
〒421-2114    静岡市葵区安倍口新田65-5 

TEL               ０５４－２０６－０８３０ 

FAX             ０５４－２―０８３０ 

郵便振込      00870-9-17938ラルシュ かなの家 

E －MAIL      larche_kana@yahoo.co.jp 

ウエブ       http://www.larchejapan.org 

ブログ     http://www.blog.larchejapan.org 

 

２２００１１１１年年  ララルルシシュュ・・リリトトリリーートトののごご案案内内  

日々の暮らしを離れてゆったりとしたくつろぎのうちに 

心の声に耳を澄ませ、神様の呼びかけをきく４日間です。 

講師      マイク・ヌーナン 氏 （ 国際ラルシュ連盟 アジア地区コーディネータ ） 

日時      ２０1１年9月17日（土）～9月20日（火） ３泊４日 

会場      丹沢聖心学舎 神奈川県足柄上郡松田町寄5910  

Tel  0465-89-2333 

お申込み    ２０1１ラルシュ・リトリート運営チーム（かなの家） 

ｔel/fax   054-206-0830  

email    larche_kana@yahoo.co.jp 

 

Ⓒかなの家なかむらゆき 

ただ今、「かなの家・絵クラブ」（ｐ.1を参照） 

＋「プリントハウスまどい」にて 製作中です☆  

９～１０月に販売開始の予定。 詳しくは次回のかなの家便りで、

お知らせしまーす。 
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